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ブチルゴムの種々の加 硫 系 に 及 ぽ す

老化防止剤の影響 (10)

前回はポリサーブチル#400のパルノック DGM,純 による引張応力の変化が少なく，平垣加硫性を示す．

ゴム配合でノクセラーDM, 鉛丹を単独および併用配合

した場合の老化防止剤の影製のうち，ムーニースコーチ

タイムにあたえる影響について述べたが，今回はキュラ

ストメーター試験・引張試験の結果について報告する．

前回までの実験からキノイド加硫系にすぐれた耐老化

性を付与すると判明したノクラックMB• ノクラックM

dZはキュラストメーターのトルク値の低下が少なく，

加硫戻りによる 300%引張応力の低下も少ない．

また，老化防止剤を添加しない場合，酸化剤として添

加した鉛丹の量を 10phr•7 phr-5 phrと減量するにした

がって引張応力は低下するが，逆に伸びは増大し，した

1. 配 合

ボリサープチル ~400 100 

酸化亜鉛 5 

ステアリン酸

バルノック DGM 6 

鉛 丹 l 表 lに示すノクセラーDM

老 化 防 止 剤

2. キュラストメーター試験

JSR型キュラストメーター使用，使用ダイス： 2mm, 

がって引張強さは変らない． オッシレーティング角：士3'' 温度： 160℃. 

ノクセラーDMと鉛丹を併用すると加硫物の加硫時間 結果を図 1~4に示す．

表 1酸化剤・老化防止剤の配合量

甘已 合 No. i I I 2 / 3 I 4 ¥ 5 I 6 7 I 8 ¥ 9 10 II ¥ 12 I 13 114 15 I 16 [ 17 

-101 , 

10 I 
_7I i I 二,, :I 

鉛 丹 JO 7 5 3 5 10 10 10 10 5 5 5 

ノクセラーDM 5 5 

ノクラック 224 - 1.0 

ノクラック D - 1.0 

ノクラック 200 - 1.0 

ノクラックMB

>
- 0.69 -

l.O I -1.0 I -l.O 

ノクラックMBZ - 1.0 1.0 - - 1.65 - 1.0 

配合 No.7~11の老化防止剤はノクラック Dを Iphrとしたモル配合である．
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図 1 キュラストメーター曲線 (160℃)
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図 2 キュラストメーター曲線 (160℃)
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図 3 キュラストメーター曲線 (160℃)
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図 4 キュラストメーター曲線 (160℃)

3, 引張試験

JIS K 6301に準拠，加硫温度： 160℃ 

表 2 加硫試験結果 加硫温度： 160℃ 

配合 No. 加硫（分時）間
E1, I /kgfc; 叩）

M (kg/cmり
（ ）内Hはs30秒後(%) 100% I 300% I 500% 

3 410 119 24 90 
76(I 67) I 

No. l 5 430 120 25 89 76 68 
10 440 111 22 80 76 66 
20 460 109 20 75 75 63 
3 460 120 22 84 72(63) ｝ 

No. 2 5 450 120 20 81 72 (63 
10 500 117 19 72 116 72 (（ 63 
20 500 109 16 I 66 108 61 61 
3 470 124 19 76 

72((64) l 
No. 3 5 480 120 20 78 71 63 

10 530 121 18 69 119 71 (（ 62 
20 520 108 16 63 105 71 60 
3 700 99 40 74 I 72 (59) ） 

No. 5 5 710 104 41 76 72 (（ 60 
10 700 IOI 42 76 72 62) ） 
20 710 106 43 78 73(I 63 3 460 Ill 81 

76 68) I 
No. 7 5 470 114 78 76 67 

10 490 110 73 75 64 
20 510 107 63 104 73 62 
3 450 117 23 84 

75((66) I 
No. 8 

5 470 115 22 80 75 64 
10 470 111 21 75 74 (62 
20 490 103 18 63 73 (63 
3 550 

109 ＇ 

18 64 102 74 (62) ｝ 
No, 9 5 560 109 18 63 102 73 (｛ 62 

10 520 96 17 58 95 72 60 
20 590 95 16 50 84 70 58) 
3 430 110 24 81 

75(I 67) I 
No. 10 

5 440 108 22 78 75 66 
IO 440 104 21 75 75 65 
20 480 106 20 71 74 64 
3 460 l09 23 

78 I I 77(i 68) I 
No. 11 

5 450 108 21 76 76 69 
10 480 109 22 76 75 68 
20 490 102 20 67 75 66 
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